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１． 研究開発成果 

研究総括報告書（下URL）参照 
https://www.amed.go.jp/content/files/jp/houkoku_h27/0101004/15ak0101009h0005.pdf 
 
 

２． 総合評価 
・優れている 
 
【評価コメント】 
・ナノカプセルに多くの機能を搭載し、その有用性が着実に検証されつつある。 
・どの領域で製品化を狙うのか、研究の優先順位を明確にした取り組みが求められる。 
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